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知
ら
せ

専門技術を生かし、途上国の支援を！
～JICAのシニア向け海外ボランティア事業～

トーク広場
第58回

町
長 語 ると

　
 
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 
（
独
立
行
政
法
人
・
国
際
協

ジ

ャ

イ

カ

力
機
構
）
が
開
発
途
上
国
支
援
の
た
め
に

し
て
い
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
。
そ

の
一
つ
に
、
専
門
技
術
を
持
つ
中
高
年
を

途
上
国
に
派
遣
す
る
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
以
下
Ｓ
Ｖ
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

葉
山
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
に
計
五
人
の

シ
ニ
ア
が
こ
れ
に
参
加
。
途
上
国
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

職
員
（
横
浜
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
業
務
第

二
課
長
）
の
米
林
徳
人
さ
ん
と
Ｓ
Ｖ
の
経

験
を
持
つ
望
月
博
文
さ
ん
（
下
山
口
）、
角

田
茂
夫
さ
ん
（
堀
内
）
の
三
人
に
、
Ｓ
Ｖ

の
ね
ら
い
や
派
遣
国
で
の
体
験
談
な
ど
を

伺
い
ま
し
た
。

町
長　

初
め
に
、
Ｓ
Ｖ

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

米
林　

世
界
に
は
開
発

途
上
に
あ
り
、
様
々
な

支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
国
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
高
度

な
専
門
技
術
を
持
ち
な

が
ら
、
現
役
を
退
い
て

い
る
シ
ニ
ア
世
代
を
対

象
に
、
そ
の
能
力
を
途

上
国
発
展
の
た
め
に
生

か
し
て
も
ら
お
う
と
、

二
〇
年
前
に
誕
生
し
た

の
が
Ｓ
Ｖ
制
度
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
も
う
一

つ
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
あ
る

「
青
年
海
外
協
力
隊
」
の
シ
ニ
ア
版
と
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
分
か
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

町
長　

年
齢
制
限
は
あ
る
の
で
す
か
。

米
林　

応
募
で
き
る
の
は
四
〇
〜
六
九
歳

ま
で
。
任
期
は
原
則
と
し
て
二
年
で
す
。

町
長　

望
月
さ
ん
と
角
田
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｖ

の
経
験
を
お
持
ち
で
す
が
、
な
ぜ
Ｓ
Ｖ
に

な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。

望
月　

私
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
商

売
を　

歳
で
や
め
、
次
は
得
意
な
ス
ペ
イ

５５

ン
語
を
生
か
し
て
海
外
で
仕
事
を
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｖ
の
こ
と
を

知
り
、
直
ち
に
応
募
。
平
成
二
〇
年
か
ら

中
米
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
一
月
に
任
期
を
終
え
、
帰
国
し

た
ば
か
り
で
す
。

角
田　

私
の
Ｓ
Ｖ
経
験
は
八
年
前
で
す
。

銀
行
を
定
年
で
退
職
後
、
Ｓ
Ｖ
の
説
明
会

に
出
て
み
た
ら
、
金
融
が
専
門
の
私
に

ピ
ッ
タ
リ
の
仕
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
す

ぐ
応
募
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

町
長　

現
地
で
の
生
活
は
ど
う
で
し
た

か
？

望
月　

私
は
国
立
職
業
訓
練
庁
に
配
属
さ

れ
、
渉
外
が
主
な
仕
事
で
し
た
。
通
訳
と

し
て
、
電
気
や
溶
接
な
ど
様
々
な
専
門
技

術
を
持
つ
日
本
人
Ｓ
Ｖ
の
仕
事
を
手
助
け

し
た
り
、
書
類
な
ど
の
翻
訳
に
あ
た
っ
た

り
す
る
。
日
本
人
Ｓ
Ｖ
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

人
の
間
を
つ
な
ぐ
�
橋
渡
し
役
�
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
、
仕
事
は
想
像
以
上
に
大
変
で
し

た
。
日
常
会
話
は
と
も
か
く
、
日
本
人
Ｓ

Ｖ
が
使
う
専
門
用
語
が
全
く
分
か
ら
ず
、

う
ま
く
ス
ペ
イ
ン
語
に
訳
せ
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
何
度
も
冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た
。

角
田　

私
は
配
属
先
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
銀

行
の
支
店
で
、
外
国
為
替
や
融
資
の
指

導
・
研
修
な
ど
を
し
、
金
融
業
務
の
立
て

直
し
に
協
力
し
ま
し
た
。
現
地
で
生
活

し
、
時
間
の
間
隔
の
違
い
は
驚
い
た
こ
と

の
一
つ
で
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
で
会
議

な
ど
は
定
刻
の
前
に
準
備
し
、
定
刻
に
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
現
地

で
は
定
刻
に
な
っ
て
か
ら
準
備
を
は
じ
め

る
の
で
す
。

町
長　

国
民
性
と
言
う
か
、
文
化
や
生
活

習
慣
が
大
き
く
違
う
異
国
で
暮
ら
す
わ
け

で
す
か
ら
、
さ
ぞ
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
望
月
さ
ん
は
、
ど
ん
な
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
か
。

望
月　

私
の
Ｓ
Ｖ
生
活
は
波
乱
の
連
続
で

し
た
。
滞
在
二
年
目
に
は
、
近
隣
の
メ
キ

シ
コ
か
ら
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
飛
び

火
、
大
地
震
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
直
後
に
、
今
度
は
ク
ー
デ
タ
ー
で
す
。

天
災
や
人
災
に
遭
遇
し
、
本
当
に
大
変
で

し
た
。

町
長　

と
こ
ろ
で
、
現
地
へ
は
単
身
で
行

か
れ
た
の
で
す
か
。

望
月　

私
は
妻
と
一
緒
で
す
。
仕
事
で
多

忙
な
私
を
尻
目
に
、
妻
の
方
は
現
地
の
生

活
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
（
笑
）。

角
田　

私
は
単
身
赴
任
で
す
。
た
だ
、
現

地
の
生
活
に
溶
け
込
み
、
様
々
な
交
流
を

通
し
て
、
友
好
親
善
や
相
互
理
解
を
深
め

合
う
こ
と
も
、
Ｓ
Ｖ
の
大
切
な
使
命
の
一

つ
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
夫
婦
同
伴
の

方
が
よ
り
望
ま
し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

米
林　

今
、
使
命
の
話
が
出
ま
し
た
が
、

海
外
で
の
貴
重
な
体
験
を
持
ち
帰
り
、
日

本
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
。
こ
れ
も
Ｓ
Ｖ

に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
仕
事
で
す
。

町
長　

そ
れ
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。
葉
山

出
身
の
Ｓ
Ｖ
の
皆
さ
ん
に
は
、
専
門
知
識

や
技
術
と
と
も
に
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
得
た
広
い
見
聞
を
是
非
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
と
同

時
に
、
こ
れ
か
ら
も
Ｓ
Ｖ
と
い
う
素
晴
ら

し
い
制
度
を
活
用
し
て
、
よ
り
多
く
の
シ

ニ
ア
世
代
が
海
外
に
羽
ば
た
き
、
途
上
国

支
援
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

▲角田さん ▲望月さん ▲米林さん
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障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
お
互

い
に
助
け
合
い
、と
も
に
安
心
し
て
、自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
町
で
は
相
談
支
援
を
は
じ
め
、

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
障
害
の
あ
る
人
に

対
し
、
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
手
助

け
す
る
た
め
、
電
話
な
ど
に
よ
り
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
福
祉
課
窓
口
の
ほ
か
、
事
業
者
の

相
談
員
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
凪
、
地
域
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
ら
い
む
）

　

こ
の
う
ち
、
支
援
セ
ン
タ
ー
凪
は
主
に

身
体
・
知
的
障
害
に
関
す
る
相
談
を
、
ま

た
地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
ら
い

む
は
、
主
に
精
神
障
害
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
事
業
者
の
相
談
員
も
、
お
受

け
し
た
相
談
に
対
し
責
任
を
持
っ
て
対
応

し
ま
す
。

地
域
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

﹇
主
に
身
体
・
知
的
障
害
に
関
す
る
相

談
支
援
﹈

　

支
援
セ
ン
タ
ー
凪
（
�
八
七
〇－

五
二

八
〇
）

　

相
談
は
電
話
に
よ
る
も
の
が
主
で
す

が
、
状
況
に
応
じ
て
、
障
害
の
あ
る
人
本

人
や
ご
家
族
の
来
所
に
よ
る
面
談
や
、
相

談
員
が
直
接
自
宅
な
ど
に
出
向
く
訪
問
相

談
も
し
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近
は
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
平
日
が
九
〜
十
八
時
ま

で
。
土
・
日
曜
日
や
祝
祭
日
は
原
則
と
し

て
お
休
み
で
す
。

　

相
談
件
数
も
多
く
、
利
用
者
か
ら
「
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
利
用
方
法
を

教
え
て
」「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
シ
ョ

ン
が
不
得
手
で
困
っ
て
い
る
。
ど
う
し
た

ら
い
い
か
」「
働
き
た
い
の
に
、
仕
事
が
見

つ
か
ら
な
い
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
相
談

が
、
毎
月
一
〇
〇
件
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。（
相
談
内
訳
は
Ｐ
９
グ
ラ
フ
参
照
）

﹇
主
に
精
神
障
害
者
に
関
す
る
相
談
支

援
﹈

　

地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
ら
い

む
（
�
〇
四
六
七－

六
一－

三
二
〇
五
）

　

相
談
は
、
電
話
に
よ
る
も
の
が
最
も
多

く
、
ほ
か
に
来
所
に
よ
る
面
談
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
相
談
員
が
同
行
や
訪
問
も

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
電
話
が
十
三
時
〜
十
七

時
ま
で
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�
〇
四
六
七－

六
一－
三
二
〇
六
）。
来
所
に
よ
る
面
接

相
談
の
場
合
は
、
九
〜
十
七
時
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

相
談
件
数
は
、
月
平
均
で
三
五
〜
四
〇

件
程
度
で
す
が
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症

な
ど
の
増
加
に
伴
い
、
相
談
者
も
年
々
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
家
族
、
友
人
な
ど
の

人
間
関
係
の
悩
み
や
話
を
聞
い
て
も
ら
い

た
い
」「
身
近
で
話
し
相
手
が
い
な
い
の
で

不
安
に
な
る
」
な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
最
近
の
不
況
を

反
映
し
て
、
仕
事
上
の
問
題
や
就
労
に
関

す
る
相
談
な
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。（
相

談
内
訳
は
Ｐ
９
グ
ラ
フ
参
照
）

﹇
相
談
の
実
際
﹈

　

相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
、
相
談
員
は

責
任
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
障

害
の
状
況
、
周
囲
の
状
況
、
ニ
ー
ズ
な
ど

を
考
慮
し
、
関
係
機
関
や
行
政
と
も
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

両
事
業
者
の
担
当
者
は
、「
相
談
は
支

援
の
第
一
歩
。
相
談
す
る
こ
と
で
全
て
が

す
ぐ
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
相

談
を
機
会
に
相
談
が
で
き
る
場
を
も
つ
こ

と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
安
心
感
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

出
張
相
談 

（
障
害
者
総
合
相
談
）
開
始

　

こ
の
よ
う
に
、
相
談
や
必
要
な
情
報
を

得
る
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
う
え
で
不
可
欠
な
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　住み慣れた地域で、生き生きと自立した生活を
送りたい－。心身に障害のある人のこうした思い
に応えるため、町では様々な相談に応じ、また必
要な情報を提供し、障害のある人が自立した生活
を営むことができるよう、相談支援をしていま
す。
　昨年１２月からは月１回の相談支援事業者が出張
しての相談も実施しています。

月１回、出張相談
窓口も開設



９

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

お
知
ら
せ

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
町
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か

ら
「
困
っ
た
時
に
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
」「
も
っ
と
身
近
な
場

所
に
、
相
談
窓
口
が
欲
し
い
」
と
い
っ
た

要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図

り
、
障
害
の
あ
る
人
が
身
近
で
相
談
が
で

き
る
よ
う
、
昨
年
十
二
月
か
ら
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
月
一
回
、
相
談
事
業

者
が
町
内
に
出
張
し
て
行
う
、
障
害
者
総

合
相
談
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
相
談
員
に
よ
る
相
談
は
、
電
話

か
事
業
所
ま
で
行
か
な
い
と
相
談
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
町
内
の
身
近
な
場
所
で

相
談
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
遠
く
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
り
、
電
話
だ
と
伝
え
に
く
い
と
い
う
こ

と
で
相
談
を
た
め
ら
わ
れ
て
い
た
人
も
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

社会参加・
日中活動
23%

生活
9%入所・入居

2%
医療・健康
5%

情報・コミュニ
ケーション
6%

権利擁護・侵害
1%

苦情・問合せ
1%

話し相手
29%

その他
3%

支援センター凪（身体・知的）

就労
21%

生活
15%

情報・コミュニ
ケーション
1%

話し相手
62%

その他
2%

就労
3%

入所・入居
2%

苦情
2%

社会参加・
日中活動
5%

医療・健康
6%

問い合わせ
2%

とらいむ（精神）

【グラフ】　相談内容内訳（平成21年４月～平成22年１月）

　相談内容の内訳を見ると、多くの人が様々なことで悩まれているように見えますが、実際に
話を聞いてみると、一人の人が多くの悩みを抱えているケースがあります。
　例えば、人間関係でつまずいて相談に来られる方の生きにくさが自身のコミュニケーション
障害に起因しているような場合、実は就職にも困っていて、またそのために生活がしづらく
なっている、ということがあります。
　このように、困りごとはいくつかの要因が相互に絡んでいる場合が多くあります。そのた
め、一つの相談が様々な悩みの解決を見つける糸口になることもあります。自分のことをよく
知ってもらえる相談員がいることは、生活上の困難さを解消するため、また、悩みを一人で抱
え込まないためにも大切なことです。困ったと感じることがあればいつでもご相談ください。

障害者総合相談

　プライバシーの保護に万全の配慮をしながら、丁

寧に対応します。どんな相談でも構いませんのでお

気軽にご相談ください。

※できる限り事前に予約をしてください。予約をし

なくても受けられますが、その場合お待ちいただ

くこともあります。

期　日　毎月第３水曜日

時　間　�９時～１２時

　　　　　主に身体障害、知的障害に関する相談

　　　　�１３時～１６時

　　　　　主に精神障害に関する相談

問合せ　福祉課�内線２３６

※具体的な日程は、毎月「今月の相談」（今月はＰ１７）

の欄に載せています。

相談員より


